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動物の食物選択能に関する研究（第一報）
－ソルビソ酸カリウム，プチルヒドロキシアニソール（BHA）及び
カドミウム（Cd）混入食物に対する白ねずみの選択能について－
荻
動物がどの様な生理磯序や要因によって食物を選択す
るのかの究明は，各栄養素の適切畳の選択，有害物の忌
避や解萄並びに食欲の起因など生体の栄養現象や自己防
御の撥序に関することから，味覚の判別及びその範囲の
拡大，食習慣（食性）の確立，更には食品の加工調理の
進歩向上（発展），新しい食品の開発の指向などの食生
活を豊かにすることにまで広く関与する問題であり，食
に関するもっとも基本的な課題の一つと考えられる。
動物が食物を選別する条件としては動物の種類によっ
ても遣いがあるが，一般的には味や香りに左右されるの
は勿論のこと，その形や固さ，栄養素の有無や過不足，
ある特定の成分の存在の有覿　更に高等動物においては
心理的影響などが考えられ，今迄にもかなりの人口によ
1）
って多くのことが検討され，また確かめられている。
然し一方食物供給の絶対量の不足や食性（食習慣）と
のからみ合いもあり食物選択能の本質的な姿はまだ充分
に究明されているとはいえず残された問題も多い。
以前生物は本能のおもむくままに食べたいものを食べ
たいだけ摂取すれば栄養的にも必要な要素が満たされる
食物をとることができるといわれた。そして現在でも未
だかなりの生物はその能力を残しており，その面で一番
退化の著しいといわれるヒトにおいても個々人で食物に
対する好みに違いがあるとか，時々食物に対する好みの
変化が起るとか，同じものを長く食べ続けると飽きがく
るとか，不足しているものに対する要求が高まる現象が
見られるとかは多く体験するところである。
また味の関値が苦味や酸味において低いのは寿物を選
別する能力の名残りであるといわれる。それらのこ．と
は，動物は程度の蓋こそあれ自分にとって有用な物質や
反対に好ましくない物質を含む食物を何らかの生理磯序
によって取捨選択する能力を本来的に備えているもので
あることを寮づけている。
近年食品の汚染による生体への恐怖が高まっている
が，食品添加物の様に人為的に添加されるものは勿給の
こと，天魚食品にあってもそれを摂取する動物にとって
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有害になる物質を含むものは従来より多々あった。換言
すれば今日我々が用いている安全な食品は動物にとって
生理的かつ栄養的に有用／無用あるいは有害，無害な多
くのものの中から選ばれて来たものであるといえる。
食品の加工や貯蔵の効果を高めるためや，即席食品の
広まり転より，多くの食物に商品性並びに保存性や安全
性の向上などの目的で多粒の添加物の使用が要求され，
ある限度をもって許されている。また栽培や飼育効率の
向上を目的に種々の農薬や薬剤が鹿畜産関係において使
用されてその産物にそれらの残酒が懸念されているし，
更には魚介炉においてもその棲息環境の汚染にともなっ
て種々の有害物質を含むことなどが知られて来ている。
したがってそれらのものを食物とした場合には当然それ
らを摂取した生体の生理機序に何らかの影響をもたらす
ことは予想される。即ち生体にとって危険の増大が懸念
されるのは勿論のこと，それらの各種食品の栄養的厄値
の低下や更には味への悪影響についても危惧されるとこ
ろである。
今日動物の食物選択能に関する問題の中の1：つとして
先ず，生体にとって生理的に好ましくない物質が混入し
ている食物を摂取した際の動物の選択能，即ち自己防御
能力はどの様になっているかの問題をとりあ抗　食性が
ヒトにもっとも近いといわれる白ねずみを用いて検討し
てみたのでその結果を報告する。　、
実験方法
突放動物は近親焚配によって得たWister系白ねずみ
を離乳後50日位市販の固塾飼料で飼育した体重120′一130
g前後のもの（成熟自ねずみ）を主体に用い，動物の年
令による抵抗力（選択能）の遣いもあると思われたの
で，一部離乳後20日位体重50g前後のもの（幼白ねずみ）
についても試験した。
衆論飼料はオリエソタル酵母（株）の突放動物飼育用
の粉末飼料（又は固塾飼料を粉砕した）MFをベースと
して用い，それに試験混入物（薬物）としては，食品添
加物としてもっとも一般的で使用頻度の多いものの中か
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ら保存料であるソルビソ酸カリウム（以下ソルビソ酸R
と略記する），抗酸化剤であるプチルヒドロキシアニソ
ール（以下BHAと略記する），及び添加物ではないが
近年食品への汚染が問題になっている重金属の一つであ
るカドミウム（Cd）をとりあげ，それらを種々の割合
で添加して作成した。
なおそのはあい試験飼料の味や臭いはできるだけ無添
加飼料と違わない様に配慮した。
使用したオリエソタル酵母（株）の粉末飼料MFの粗
成は第1蓑の様である。
第1表　基本飼料の成分組成
粗糖（可溶性無窒素物）
蛋白質
脂　質
ピタミソ類
無機塩類
織　維
水　分
参考までにこの実験でとり上げた添加物などの食品衛
生法での使用基準，審性（LD50億など），性状などを
〇）．8）
示すと次の様である。
注1D：Le地alDase（致死量）のこと
LD60＝実験動物半数が致死する量
ソルビソ酸Ⅹ
使用基準（許可量）
魚肉ねり製鼠鯨肉製鼠食肉製品うにには2g／kg
いか燻製晶，たこ燻製晶1．5g／kg
魚介塀製品1g／kg
煮豆佃煮，味噌，たくあん漁粕漬，味噌凍
1g／kg
ジャム，ケチャップ，酢潰0．5g／kg
甘酒0．3g／kg
毒性
保存料の中でもっとも安全性が高く，食塩と同程度
などともいわれているもの　LD50＝5．8鴨／体重kg
（マウス）　10．5g／体重kg（ラット）
但しソルビソ酸としての量
性状
無色ないし白色の結晶性粉末で水に可溶，ちょっと
辛味のある酸味あり，かすかに臭いあるも無臭に近
い。
BHA
使用基準（許可量）
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油脂，バター，魚介類製品，魚介塩蔵品，乾燥裏ご
しいも0．2g／kg
魚介冷凍品，冷凍品の浸渡波1g／kg
轟性
LD50＝4．13′、ノ5．0g／kg（ラット）　0．12％の添加で
僅かに食欲低下がみられた由，
人間の許容量は4．3緒／体重50kgと推定されている。
性状
白色の結晶性粉末で水に不溶，懸濁するのみ，弱い
苦味（刺激味）あり，かすかな芳香族的刺激臭あ・
り。
カドミウム
毒性
ヒトにおいて10mgで中毒発生，1gで致死といわれ
る。
主に腎臓障害と率九障害を起す。腎臓のCa再吸収
能が低下しCaの利用を低下させ骨を弱めるといわ
れる。精白米車の安全基準は一応0．9ppmとされて
いるが兎や犬を用いた長期試験で50′、ノ80ppmでも無
症状でありラットに影響がでた畳も150ppmの投与
4）
以上という報告もある。
100ppmとは飼料100g中0．01gの添加に相当する。
今回の実験にはいずれも和光純薬（株）の試薬1級を
用いた。
6）
飼料の与え方は実験Ⅰとして青田民らによって行われ
ている方法を参考にして試験動物群にはそれぞれの添加
物を混入した飼料と無添加飼料を同量（成熟白ねずみで
は5g，幼白ねずみでは2g）ずつ同じ形の別々の餌皿に
入れて同時に与え，1時間自由に摂取させてから飼料を
引き上げ，その間の両飼料別々の食下畳を測定した。一
方白ねずみは2時間休ませたのち上記と同じ様に摂取さ
せることを1日3回連続的にくり返して行わせた。但し
対照群は2皿とも無添加飼料を同じ様に与えた。奨験Ⅰ
として実験Ⅰと同じ様に飼料を与えたが1日に各10gず
つを1回だけ与えることを3日間連続して行ってそれぞ
れ1日毎の食下畳を測定した。
実験Ⅱとして試験添加物混入飼料のみを1日当り15g
ずつ与え，長期間飼育を続け無添加飼料のみで飼育した
はあい（対照群）とその食下丑，体重変化，病理的変
化，死亡までの日数などを測定または観察した。
動物の飼育方法は各群3～・5頭ずつとし，温度20′、ノ
250C，況度60％前後において金網龍にて一匹飼いした。
水は水道水を自由に摂取させた。短期試験については同
じ試験を各2回行った。
乗験結果及び考嚢
先ず実験Ⅰの1日の食下畳の経時変化の結果を第1園
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第1国　ソルビソ酸K添加飼料と無添加飼料を同時に与えたはあいの食下畳の比較（1日3回繰返し試験）
［二］基本（無添加飼料分
因試験飼料分
（一灯はり平均†釦
回H　　　　2回冒　　　　3匡掴　　　　3回の計
1回目　　　　　2回目　　　　　3回ヨ　　　　　3回の．汁
1回臼　　　　　　2匹闇　　　　　3回月　　　　　3回の計
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1匝l日　　　　　2回目　　　　　3回巳　　　　　3回の計
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1匝目　　　　　2回H　　　　　3回用　　　　3匝lの計
（幼）ソルビン醸KO．3％飼料
1回目　　　　　　2回目　　　　　3回目　　　　　3回の計
（幼）ソルビン醸K3％飼料
（有意羞あり）
1回目　　　　　2【司巨
（助）ソルピン鹿K30％飼料
（有意差あり）
3同日　　　　　3回の計
1回目　　　　　2【司臼　　　　　3回目　　　　　3Ⅰ司の計
11
???（??
???（?
????（?
第2図　BHA添加飼料と無添加飼料を同時に与えたはあいの食下畳の比校（1日3回繰返し試験）
（
BHAO．02％飼料
（有意盤なし）
⊂］韮本（無添加）飼科分
国拭放拭科分
（一斑当り平均値）
1回日　　　　　　2厄】日　　　　　　3回目　　　　　3回の計
1【白日　　　　　　2回員　　　　　3回甘　　　　　3回の計
第3図　Cd添加飼料と無添加飼料を同時に与えたはあいの食下畳の比較（1日3回繰返し試験）
⊂＝］基本（無添加摘料分
匹冠試験飼料分
（一頭当り平均値）
CdlO当諸変況）
1回巨　　　　　2回巨　　　　　3Ⅰ司目　　　　　3回の貯
｛・第3園に示した。
それによるとソルビソ酸K添加飼料については対照飼
料（無添加食）群と試験飼料（添加食）群の食下畳を比
較してみて，明らかに試験飼料が忌避されていると患わ
れるのは成熟白ねずみにあっては30％添加飼料のみであ
る。しかも0．3′、ノ3％添加飼料では今回の実験結果だけか
らみると偶然かあるいは何か根拠があるのか断定し難い
勉であるが，かなりの有意差をもってむしろソルビソ酸
Ⅹ添加飼料の方が好まれている傍向がでている。
しかし幼白ねずみにあっては3％添加飼料でも忌避さ
れている結果がでている。
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CdlOOOppm添加飼料
（有意盈なし）
1瓦日　　　　　2回目　　　　　3回8　　　　3【画の肝
明らかに忌避の有意差を示しているソルビソ酸Ⅸ添加
量30％は勿論のJこと3％という丑でも日常食晶において
実際にはあり得ない畳であると思われるのでこの程度の
避択能では実用性はあまりないともみられる。しかし動
物ゐ体重に対する摂取ソルビソ酸E丑との関係をみると
30％添加飼料のはあいソルビソ酸Ⅸ4．7′一5．4g／体重Eg
の摂取であり，LI）60畳の約罷量という値において選別が
なされていることになり，幼自ねずみが忌避した3％添
加飼料ではソルビソ酸El．6g／体重kgの摂取でありLD
50畳の約％量で選別がなされているということになる。
BHAについては0．2％添加飼料から食下丑に有意差
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がみられる。0．2％という数値は使用基準量からみると　　あり，2％添加飼料のはあいはBHAO．199g／体重kg：の
10倍畳になるが，日常の生活において現奨性のない畳で　　摂取であるのでLD50値（4．13g／kg（ラッり）から考え
はなく，また動物の体重に対する摂取畳としてみると　　　ると1／20′、ノ1／80の摂取量で選別されていることになり，
0．2％添加飼料のはあいBHAO．056g／体重kgの摂取で　　BHAに対してほ一応かなりの選択カが示されているか
第4囲　BHA添加飼料と無添加飼料を同時に与えたはあいの食下畳の比牧（3日間連続試験）
1日E　　　　　2日目　　　　　3El目　　　　3日間の計
30 BHAO．02％飼料
BIJA O．2％飼料
1EIE　　　　　2日目　　　　　3日呂　　　　38Illlの計
BHA2％飼料
（1日目と3日冊の計に有恋遊あり）
18旨　　　　　2EB　　　　　3日百　　　　3日脚の計　　　　　　　　　　1日目　　　　　2HF　　　　　3日巳　　　　3引用の汁
第5囲　Cd添加飼料と無添加飼料を同時に与えたはあいの食下量の比較（3日間連続試験）
1日8　　　　　2日日　　　　　3E柑　　　　3El閏の肝
BEAは従来より0．12％混入位から食欲不振を起すと
もいわれている。しかし第4囲〝第5園に示した様にそ
れが1日1回で連続して与えられる様になると，はじめ
の1日はBHAの2％添加飼料で有意差がでるが，2日
目からは殆んど差がなくなってしまうことがみられ，そ
の選択髄もすぐ捌原化して低下してしまう心配もある様
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1日臼　　　　　　2日日　　　　　　3日目　　　　　3日問の㌶f
である。
6）
カドミウムについては青田氏らによると50′、ノ100ppm
添加でかなりの悪影響がみられるというが今回の実験で
は絶対値からみるといく分差がある棟でもあるが分散分
析をしてみると1000ppm添加食であってもエロ3回投与
試験でも1日1回3日投与試験でも外観的には有意差は
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みられない結果となっている。
なおソルビソ酸Rのはあいにみられる様に成熟白ねず
みより幼白ねずみの方がより本能的なためか，砥抗力が
弱いためか選択能は幾分鋭い結果を示しているので，目
的に応じて実験動物の選択に配慮する必要のあることが
示唆されている。
第2蓑に示した様に添加飼料のみを長期連続摂取させ
ると，ソルビソ酸Ⅹの30％飼料はソルビソ酸Ⅹそのもの
を食べている様なものであるので当然であるが1日1匹
当り15g投与したうち対照群の食下畳は平均14．4gであ
るのに対し，ソルビソ酸E30％飼料群のそれは8．指と低
く11日日から15日日迄の間に全部が死亡した。
第2表　試験飼料のみによる長期飼育における食下畳
の変化（一日一頭当りの平均値）
15日日　　29日日　　56日日　　71日日
ツルピソ
0．3％添加
ソルビソ
3％液加
ソルビソ
30％添加
BHAO．
13．9土0．314．4土0．314．5土0．414．7土0．4
13．4土0．214．4士：0．114．8土0．1
8．7土1．8
14．3土0．314．5土0．314．7土0．214．8士0．2
9．8士0．2
14．3土0．414．6土0．214．8土0．114．8土0．1
1頭当り1日15gずつ与えた場合の各群の平均食下
畳（g）
ソルピソ酸3％食料群は15日日迄の食下量が幾分少な
目であるが，長くなるにつれ食下量，体調とも対照群と
殆んど変らず添加物の混入の影響は連続摂取2ケ月位の
間には外見的には殆んどみられない。そしてソルビソ酸
EO．3％飼料群ではまったく影響がみられないのは短期
試験のばあいと同様である。
BHAについては2％添加飼料群でやはり食下量が低
く1日1頭当り15g投与に対し，平均食下畳は9．9gであ
り10′一18日間に全部の白ねずみが死亡した。しかしそ
れはBHAにあるといわれる食欲抑制作用のせいではな
く，一応9．9gもたべられていることからみてやはりB
HAの毒性のためであると考えられる。添加量が少ない
飼料で飼育した群では短期試験のはあいと同様に無添加
飼料群と殆んど差がない結果を示している。
以上今回の実験からはソルビソ酸私　BHA，カドミ
ウムともに安全基準使用量や安全基準含有量程度の混入
14
では自ねずみの食物選択能で呑能的に選別，忌避するこ
とはBHAに対しては幾分示されるともとれなくはない
が，全般的にみて不可能のようであり今回の実験を待つ
までもなくある程度知られていたことであるが，動物が
自己の生理磯序によって有害物を避けてゆくことはあま
り期待できないことであることが確認された。
しかしソルビソ酸正もBHAもその混入量（摂取量）
によっては動物に悪影響をもたらすことも事実であり、
また生体に悪影響を発現させるほどの量を購入した飼料
を与えたはあいや摂取量の合計が単位体重当りに換算し
て危険畳に近づいたときにはその食物を忌避する作用が
おこることも事実である。添加飼料のみを長期間与えら
れて死亡したのは忌避作用より食欲（食物に対する生憩
的要求）の方が強く，さけようと思いながら空腹を満す
必寮から致死量に連する有轟物が混入しているのに1日
ユOg近くをやむを得ず摂取していった結果であるといえ
そうである。
ソルビソ酸KやBHAの添加量の多い試料に対し忌
避，選択能が働いているのはそれが有事飼料の由でなく
むしろかなり配慮したつもりであるが含有量が多いので
どうしても添加物の影響がでてしまい，その味や臭いが
原因で選別されているとも思われる。何故ならカドミ
ウムの様に無味無臭のものは1000ppmと安全基準の1000
倍，自ねずみに病変を起すという畳の10倍も与えられて
も何ら忌避できない処をみても明らかである。
いずれにしても初期に期待した動物の有毒物選択鱒は
かたらずしも鋭いとはいえず，今回とり上げたソルビソ
酸R，BHA，カドミウムはいずれも今日，日常食晶の多
くに添加物として使われたり，汚染物として堰入してい
る可能性の高いものであり，それらに対する選別能が請
いとすれば，動物が生理的磯序によって危険な食物を選
別することができるとするのはむしろ過大な期待という
ことになりそうである。
最近少し位の汚染食品でも生物はやがて適応して解毒
できる様になったり，自然匿忌避する能力が備って来た
りするので心配ないとの意見も聞くが，今回の乏しい実
験結果から考えても，むしろはじめは異物として幾分な
りとも生理的にさけることが出来たことまで常時摂取し
ているとならされて判別出来なくなり，ますます危険食
物をさける能力が失われてしまう危険の方が多い様に思
える。
なお多くの添加物や汚染物質は1回の摂取量は少なく
ても長期連続摂取することにより生体に等鎖されてゆき
やがて体内畳が危険畳に達する性質のあることも考慮し
ておく必要がある。
しかし一方において選択能が低下するのは食物供給の
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雑対量が不足しているときであり，食物の塵に対する要
求が満たされるまではかなりの有害物混入食物も無差別
に食べてしまうが，食物の供給が充分なはあいにはかな
りの選択力が示されることは期待してよいようである。
その点今回の乗除では配慮が不足であったが今後更に
僅々の面での食物選択能の本質的な検討をすすめてゆく
上においてほ留意する必要のある事柄と思われるので次
の横合に詳しく検討したいと考える。
要　約
動物の食物選択能に関する問題のうち有害物が混入す
る飼料に対する選択能について検討するため，日常の食
品に添加あるいは含有の可能性の多いと思われるソルビ
ソ酸Ⅹ，BHA，カドミウムをとり上げ，自ねずみを用
いて実換し次の様な結果を得た。
ソルビソ酸Rについては成熟白ねずみのはあい30％添
加食に対して明らかに選別力が紛らいているし，幼自ね
ずみでは3％添加食から忌避するのがみられた。しかし
それらの混入量は食物中の含有量としては現実には殆ん
どあり得ない畳なのでその程度の選択能では実用性は期
待できない。
BHAについては0．2％食から選択忌避されることが
示された。この結果BHAに対しての選別力はかなりあ
るものと考えられる。
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カドミウムに対しては今回の実験では1000ppmの混入
でもできない結果となった。
‘しかし選択忌避できるはあいでもそれが示されるのは
試験食摂取の初期においてであり，しばらくするとすぐ
なれて判別できなくなり添加量の多いものにおいては忌
避できないためその轟性の影響で死亡にまで至ってしま
う。なお成熟動物より幼動物の方が抵抗力が鏑いためか
あるいはより本能的なためか選択能は幾分鋭い様であ
る。
今回の実験結果から考えると動物には本質的には有害
物選択能はある様であるが対象になるものの性質や畳に
よってもその判別力は異なり，それらによって現実の食
物中の蕃物を忌避できるとするのは期待が過ぎる様であ
る。
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